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12．99mTcO4° および1231による甲状腺シンチグ

　　ラフィの比較
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　nodular　Goiter　12症例，　diffuse　Goiter　19症例，

その他2症例の計33症例にっき，1231Na　100～

200μCiおよび99mTcO4“　2～3mCiにより甲状腺

シンチグラフィーを施行し，比較検討した．

　33症例中31症例は両シンチグラフィー上一致し

た像を得ることができたが，不一致の2症例は甲

状腺ヨード摂取率低値の症例であった．一致した

症例中5症例は99mTcO4一の方が画像としては，

優れていた．

　われわれの検討の結果，（1）1231と99mTcO4一は

ほとんどの症例で，ほぼ同等の甲状腺シンチグラ

フィーを得ることができる，（2）ヨード摂取率低

値の症例では，1231が有利である．（3）99mTcO4一

はヨード制限が不必要であり，検査時間が短かく，

1231より被曝線量が少ないことなどから，nodular

Goiter群では，第1に使用すべき核種であること

がわかった．
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　核医学診療の目的で放射性同位元素（RI）を投

与された患者は，公衆ならびに医療従事者にとっ
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て放射線被曝源となる．そこで，われわれは甲状

腺癌治療の目的でNa1311100mCiを経口投与され

た患者（男性，30歳，身長168cm，体重57　kg）の

RI病室内空間線量の測定を行なった．この空間

線量の測定と同時に患者体内RI分布を知る目的

で，メディカルユニバーサルヒューマンカウンタ

ー （MUHC）にてリニアスキャンを実施した．　RI

病室内空間線量分布，体内RI分布の測定は，共

に投与直後より経時的に行なった．

　このようにして測定した結果をもとに，第3者

への外部被曝線量の算出を試みた．たとえば，投

与1週間後に患者から80cm離れた点における線

量率は2．7mR／hとなった．また，同じ点におけ

る2週間後の線量率は0．9mR／hとなった．以上

のように，RI病室内空間線量分布の測定を行な

っておけば，外部線量の算出が容易に行ない得る．

さらに，医療従事者，そ他患者周辺にいる人たち

の被曝線量を最小にするための放射線防護策を立

案する際にも役立つものと考えられる．

14．トロトラスト症5例のWhole　BOdy　Counter

によるトロトラストtの評価
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　60～63歳の男性のトロトラスト症5例につき，

簡易型Whoel　Body　Counterを用い，体内トロト

ラスト蓄積量を測定した．方法は前々回の当学会

で発表したファントーム実験の結果により計算で

求めた．幾何学的位置関係を同じくし，測定時間

は2，000秒である．X線写真上で，肝・脾・腹部

リンパ節に沈着していた2例（1群）は，トリウ

ム量は4．3および3．5グラムであり，それぞれト

ロトラストの量として20および16cc注入され
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